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ポニーのプリンちゃんとかけっこする子どもたち

末吉清和さん（宮原地区）
軽種決勝レース「菊花賞」を制す

迫力あるレースに会場から
歓声があがる

　11
月
２
日
、
綾
馬
事
公
苑
で
九
州
最
大

の
草
競
馬
「
第
33
回
綾
競
馬
」
が
開
催
さ

れ
た
。当
日
は
心
配
さ
れ
た
天
候
の
崩
れ

も
な
く
、
穏
や
か
な
競
馬
日
和
の
中
、
今

回
も
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
や
ポ
ニ
ー
レ
ー
ス

な
ど
全
12
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。

　綾
町
は
古
く
か
ら
馬
の
産
地
で
あ
り
、

今
も
競
走
馬
・
乗
馬
用
の
馬
が
飼
育
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
に
と
っ
て
も

愛
着
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　馬
が
駆
け
抜
け
る
瞬
間
に
は
、
馬
場
を

強
く
踏
み
込
む
瞬
間
に
蹄
の
音
が
響
き

そ
の
様
子
は
迫
力
あ
り
、
レ
ー
ス
毎
に
決

ま
る
着
順
が
確
定
す
る
と
多
く
の
競
馬

フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
た
く
さ
ん
の
観
客
が
歓
声
を
あ
げ
て

い
た
。

　ま
た
、
今
年
も
昼
食
時
間
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
か
わ
い
い
ポ

ニ
ー
の
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
が
登
場
し
、
色
々

な
技
の
披
露
や
ち
び
っ
こ
と
の
か
け
っ

こ
す
る
様
子
に
場
内
で
は
笑
顔
が
溢
れ

て
い
た
。
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馬
の
駆
け
抜
け
る
迫
力
に
多
く
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
る

　10
月
19
日
、
綾
町
自
然
休
養
村
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
28
回
目
の
「
綾
・
照
葉
樹

林
マ
ラ
ソ
ン
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
全
国

各
地
（
遠
く
は
宮
城
県
か
ら
の
参
加
）
か
ら

小
学
生
か
ら
高
年
者
ま
で
あ
わ
せ
て
７
’

２
２
７
人
の
綾
マ
ラ
ソ
ン
フ
ァ
ン
が
参
加

し
た
。

　参
加
し
た
選
手
た
ち
は
綾
の
広
大
な
照

葉
樹
林
と
田
園
風
景
の
中
を
秋
風
を
受
け

な
が
ら
、
自
己
記
録
に
挑
戦
し
完
走
を
目

指
し
た
。ま
た
、
親
子
、
職
場
の
同
僚
や
友

人
ら
と
参
加
し
交
流
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
思
い
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い

た
。　ま

た
、
沿
道
で
は
多
く
の
町
民
、
参
加
者

の
家
族
や
友
人
な
ど
が
ラ
ン
ナ
ー
へ
あ
た

た
か
い
声
援
を
送
り
そ
の
応
援
に
応
え
る

よ
う
に
選
手
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
走

り
続
け
た
。

　今
年
も
地
区
公
民
館
や
町
内
外
の
企
・

団
体
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

た
。コ
ー
ス
上
に
は
多
く
の
給
水
所
が
設

置
さ
れ
、
多
く
の
監
察
ス
タ
ッ
フ
が
選
手

た
ち
を
見
守
っ
た
。こ
う
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
毎
年
大
会
を
安
全

に
運
営
で
き
て
い
る
。人
々
の
ぬ
く
も
り

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
「
綾
マ
ラ

ソ
ン
」。今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー

を
魅
了
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

広
大
な
照
葉
樹
林
と
田
園
風
景
の
中
を
快
走

多くの綾競馬ファンで

お楽しみ券売り場が

賑わった

今年も前田町長はランナーとしても参加した

ハーフスタート！みなさんがんばってください！

未来の豊かな森づくり
　会場では、セブンイレブン記念

財団による環境保全プログラム

「綾の森をつくろう」として『未来

の豊かなもりづくり』体験が行わ

れ、多くの人が紙ネッコンづくり

に参加した。この紙ネッコンは後

日、三本松橋近くのセブンイレブ

ンの森に植樹された。

　「カミネッコン」とは再生紙段ボールを使った紙枠

型の植樹ポットのこと。 

　「紙」で「根っこ」を「コン

パクト」に守って植樹する

ことに由来する。 「紙ねっ

こん」はポットに土と苗木

を入れ、その苗木に適し

た環境に置き、自然に根

付くのを待つ。

1.今年も公民館、中学
生他多くの町民がボ
ランティアスタッフ
として参加した
2.多くの子どもたちも
大人と一緒に参加し
た
3.最後の坂は選手に
とっての最終の難関

3 2 1
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［まちの話題］
Aya Town News

高年者スポーツ大会
開催

　10月24日、町体育館で高年者

スポーツ大会が開催されました。

　高年者の皆さんが約600人参

加し、交流を深め、さわやかに汗

を流しました。

　玉入れ、ビン倒し、団対抗リ

レーなどのさまざまな競技が行

われた会場は、参加した保育所や

幼稚園の子どもたちとともにた

いへん盛り上がり、たくさんの笑

い声であふれていました。

綾町肉用牛総合支援センター完成

　10月17日に竣工式を終え、綾町肉用牛総合支援センターが完成しまし

た。当施設は、綾町が10年、20年後の肉用牛産地としての基盤を維持・拡

大するために、繁殖牛や育成牛、子牛など総合的な預託事業を行い、労力の

低減や一年一産に向けた生産性の向上、飼養規模の拡大など、新たな肉用

牛システムの構築を図るものです。

入賞おめでとう
ございます

　11月１～３日、長崎県、長崎市総

合運動公園かきどまり陸上競技場

で、第１４回全国障害者スポーツ大

会が開催されました。

　同大会に、宮原地区在住の藤村

かおりさんがフライングディスク・

ディスタンス競技に出場し、見事優

勝し優秀な成績を収められました

（記録／46.14ｍ）。

　今後のさらなる活躍を期待しま

す。おめでとうございます。

少年剣士たちが綾町に集う ～國廣杯少年剣道大会開催～

サツマイモの収穫

　11月5日、綾馬事公苑北側にある、ふれあい農園で各保育

所の年長児、幼稚園の園児と、綾小学校の1年生が、綾町高年

者クラブのみなさんの協力のもとに毎年恒例のサツマイモ

の収穫を体験しました。

　5月に植えたサツマイモの苗は、梅雨や暑い夏の間に、ぐん

ぐん成長し土の中にはたくさんのサツマが立派に育ってい

ました。

　そのイモ畑を、子どもも大人もみんな泥んこになりながら

夢中になって掘り、土の中から出てくるおイモを嬉しそうに

手に取り、「みてみて！とれたよ～♪」と畑には子どもたちの

元気な喜びの声があふれていました。

　今回のサツマイモの

苗植えと収穫の体験は

子どもたちにとって貴

重な食育体験となりま

した。

　11月１日、綾てるはドームで、第28回國廣

杯少年剣道大会が開催されました。

　郷土の偉人である名刀工田中國廣を顕彰す

るため開催されているこの少年剣道大会で

は、少年のたくましい体とねばり強い精神力

を養う目的で毎年多くの少年剣士たちが参加

しており、今年も県内から21チーム、約800

人が参加しました。

　大会は、個人の部、団体の部が行われ、小学

生の部は白虎、中学生の部は北辰館が優勝し

ました。町内の選手たちは惜しくも入賞でき

ませんでしたが、選手たちは最後まで気合の

入った声を会場に響かせながら、機敏な動き

をみせていました。

　また、会場には多くの観客が応援に訪れ、選

手たちが鋭い打ち込みを披露するたび、観客

席から大きな歓声が起こりこの日のてるは

ドーム内は、終日熱気にあふれていました。

記念植樹

　10月22～26日、V・プレミア

リーグ所属バレーボールチーム、

パナソニックパンサーズのトレー

ニングキャンプが行われました。

　プロのバレーボールチームの

キャンプが行われるのは初めてと

いうこともあり多くのファンが訪

れ、迫力あるプレーに声援を送っ

ていました。また、バレーボール教

室では、小学生たちが一流の選手

から直接指導を受け一緒にプレー

をし、貴重な時間を過ごしました。

パナソニックパンサーズ
トレーニングキャンプ

　10月21日、ふるさと納税のお礼

の品の旅行商品を利用した第１号

として小美濃さん家族が東京から

来町し記念植樹を行いました。

　小美濃さんは「宮崎への交通費、

レンタカー代、宿泊費の３点セット

であちこち観光できる点に魅力を

感じ、綾町を選び納税しました。今

回は観光名所めぐりがメインでし

たので、次回は綾町で工芸品づく

りなども体験してみたいです」など

と話していました。

＜施設概要・規模＞

全体面積　53,500㎡

(うち施設用地面積　24,300㎡、飼料畑用地面積　19,900㎡)

授乳牛舎１　　　　　　 １棟（繁殖牛30頭、子牛30頭収容）

授乳牛舎２　　　　　　 ２棟（繁殖牛128頭　子牛128頭収容）

繁殖・不妊・育成牛舎　　 １棟（繁殖牛56頭収容）

飼料庫　　　　　　　　 １棟

堆肥舎　　　　　　　　 ２棟

堆肥発酵処理施設　　　 １棟

看視舎　　　　　　　　 １棟

写真（左）　末吉隼人さん（宮原地区）
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少年剣士たちが綾町に集う ～國廣杯少年剣道大会開催～

サツマイモの収穫

　11月5日、綾馬事公苑北側にある、ふれあい農園で各保育

所の年長児、幼稚園の園児と、綾小学校の1年生が、綾町高年

者クラブのみなさんの協力のもとに毎年恒例のサツマイモ

の収穫を体験しました。

　5月に植えたサツマイモの苗は、梅雨や暑い夏の間に、ぐん

ぐん成長し土の中にはたくさんのサツマが立派に育ってい

ました。

　そのイモ畑を、子どもも大人もみんな泥んこになりながら

夢中になって掘り、土の中から出てくるおイモを嬉しそうに

手に取り、「みてみて！とれたよ～♪」と畑には子どもたちの

元気な喜びの声があふれていました。

　今回のサツマイモの

苗植えと収穫の体験は

子どもたちにとって貴

重な食育体験となりま

した。

　11月１日、綾てるはドームで、第28回國廣

杯少年剣道大会が開催されました。

　郷土の偉人である名刀工田中國廣を顕彰す

るため開催されているこの少年剣道大会で

は、少年のたくましい体とねばり強い精神力

を養う目的で毎年多くの少年剣士たちが参加

しており、今年も県内から21チーム、約800

人が参加しました。

　大会は、個人の部、団体の部が行われ、小学

生の部は白虎、中学生の部は北辰館が優勝し

ました。町内の選手たちは惜しくも入賞でき

ませんでしたが、選手たちは最後まで気合の

入った声を会場に響かせながら、機敏な動き

をみせていました。

　また、会場には多くの観客が応援に訪れ、選

手たちが鋭い打ち込みを披露するたび、観客

席から大きな歓声が起こりこの日のてるは

ドーム内は、終日熱気にあふれていました。

記念植樹

　10月22～26日、V・プレミア

リーグ所属バレーボールチーム、

パナソニックパンサーズのトレー

ニングキャンプが行われました。

　プロのバレーボールチームの

キャンプが行われるのは初めてと

いうこともあり多くのファンが訪

れ、迫力あるプレーに声援を送っ

ていました。また、バレーボール教

室では、小学生たちが一流の選手

から直接指導を受け一緒にプレー

をし、貴重な時間を過ごしました。

パナソニックパンサーズ
トレーニングキャンプ

　10月21日、ふるさと納税のお礼

の品の旅行商品を利用した第１号

として小美濃さん家族が東京から

来町し記念植樹を行いました。

　小美濃さんは「宮崎への交通費、

レンタカー代、宿泊費の３点セット

であちこち観光できる点に魅力を

感じ、綾町を選び納税しました。今

回は観光名所めぐりがメインでし

たので、次回は綾町で工芸品づく

りなども体験してみたいです」など

と話していました。

＜施設概要・規模＞

全体面積　53,500㎡

(うち施設用地面積　24,300㎡、飼料畑用地面積　19,900㎡)

授乳牛舎１　　　　　　 １棟（繁殖牛30頭、子牛30頭収容）

授乳牛舎２　　　　　　 ２棟（繁殖牛128頭　子牛128頭収容）

繁殖・不妊・育成牛舎　　 １棟（繁殖牛56頭収容）

飼料庫　　　　　　　　 １棟

堆肥舎　　　　　　　　 ２棟

堆肥発酵処理施設　　　 １棟

看視舎　　　　　　　　 １棟

写真（左）　末吉隼人さん（宮原地区）




